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研究成果の概要： 

植物は衣食住をはじめとした人類の生存を支える主要な資源である。本研究ではその植物資源
の利用と維持についてエチオピアの農耕社会における事例分析を通じて今後の基礎的な理解に
貢献することをめざした。具体的には、作物資源の過去から現在に至る動態、タロイモの栽培
技術と多様な品種の維持、テンナンショウ類の加工利用と資源管理、農耕環境を把握するため
の野生植物の指標的利用などについて分析を進め、発表を行った。 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2007 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

  年度    

総 計 2,700,000 480,000 3,180,000 

 

 

研究分野： 

科研費の分科・細目： 

キーワード：資源利用、資源管理、植物利用、エチオピア、民族植物学、多様性、少数民族、

山地農耕 

 
 
１．研究開始当初の背景 
 植物資源は人類の生存に不可欠な食料を
はじめ、医薬品、衣料、住居などの主要な原
材料としてあった。政治経済のグローバル化
が進展しつつある今日にあっては、その動態
を自然科学的アプローチによってだけでな
く、人文・社会科学的アプローチによって把
握していく重要性がますます認識されつつ
ある。とりわけその持続的な利用と維持につ
いて注目が高まっている。ただし、実際には
グローバルにはもちろん、ローカルなレベル

における植物資源の動態でさえ、実証的な分
析が十分に積み重ねられてきているとは言
い難いのが現状である。 

 

２．研究の目的 

 そこで本研究は植物資源の利用と維持に
関する事例分析を通じた着実な基礎研究を
提供することを最大の目的とする。具体的に
はエチオピアの農民社会における植物資源
の利用と維持に関する実証的把握をめざす。 

 従来生物資源をめぐる研究では野生生物
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資源を対象としたものが中心で、その多くが
特定の動植物に対象を限定しており、ある地
域における生物資源を包括的に把握するこ
とが困難であった。 

 本研究では生物資源のうち植物資源に対
象を絞るが、野生・栽培植物の双方を扱う。
なかでも栽培植物に重点をおいて分析する。 
エチオピアはもちろんアフリカ全体でも同
様の研究は少なく貴重な貢献をなしうるも
のと思われる。 

 

３．研究の方法 

 研究代表者はこれまですでに十年来エチ
オピア西南部の農耕社会においてフィール
ドワークを積み重ねてきており、本研究課題
では、現地調査を実施することよりもそのデ
ータの分析と発表を進めていくことを主に
実施した。具体的には以下であった。 

 

（1）国際的学術誌への論文発表 

 研究代表者は 2002 年に国際民族生物学会
でエチオピア西南部におけるタロイモの栽
培技術と多様な品種の維持について発表を
行ったところ、論文投稿をすすめられたが、
それを進めることができずにいた。しかし、
その後の現地調査データを加えて、本研究期
間中の 2007 年に論文を執筆し、改稿後 2008

年に投稿、論文は 2009 年に掲載された。 

 国内誌に日本語で発表するよりハードル
が高いのは事実であるが、今後も継続的に発
表を行っていきたいと考えている。 

 

（2）海外および国内での学会発表 

 研究代表者は本研究期間中の三年間、毎年
国内と海外の学会で口頭発表を行った。その
なかにはその後に論文発表を行ったものも
含まれるが、多くは今後本格的に論文等にま
とめていく予定である。 

 今後もできるだけ毎年海外および国内双
方で学会発表を継続していくつもりである。 

 

（3）画像解析による環境変化の分析 

 研究代表者は本研究課題期間中にすでに
入手している対象地域の空中写真と衛星画
像の解析を進めることを予定していた。しか
し、本研究期間中にこの時間がとることがで
きず、十分すすめることができなかった。。 

 しかし 2009 年度からの新規研究課題期間
中に解析を進めつつあり、その成果を報告で
きる予定である。 

 

（4）センサスデータの収集 

 研究代表者はエチオピアの首都アディス
アベバの統計局を訪れ、本研究課題に関連し
たセンサスデータの収集を行うことを予定
していた。しかし本研究課題期間中には結局
エチオピアを訪れることができず、センサス

データを追加することもできなかった。 

 しかしこれも 2009 年度からの新規研究課
題期間中に訪れた際に実施する予定である。 

 

（5）日本での調査の実施 

 本研究課題は植物資源の利用と維持に関
して当初エチオピア西南部における分析を
行うことを予定していたが、2007 年より訪
れて調査を始めた日本（信州）での同様のテ
ーマの調査研究にも 2008 年度本研究より予
算を一部充当した。その調査は 2009 年度か
らの新規研究課題でも継続し、成果を発表で
きるのではないかと思われる。 

 

４．研究成果 

（1）作物資源の動態 
 人類共有の財産とみなされてきた世界各
地の多様な作物は、今日地域の文化資源や世
界の遺伝資源と認識され、保護が模索される
とともに、そのアクセスと利益配分をめぐっ
て国際的な議論がかわされつつある。そうし
た多様な作物がもっとも豊富にみられるの
は周辺地域の諸社会であり、文化人類学から
の貢献が期待される。本研究が分析するのも、
アフリカのなかで例外的に長い国家の歴史
をもつエチオピアにあって、その西南部とい
う十九世末に国家体制に編入され、今日数多
くの民族集団が分布する周辺地域における
一少数民族の事例である。 

 従来の研究では、各民族集団における固有
の生態条件や文化的慣習との関連でその多
様性が考察されることが多かった。しかし時
間・空間的な範囲を広げて検討した本論の分
析からは、今日の民族集団の枠組み自体が自
明なものでなく、国家体制に組み込まれる以
前、人びとは境界をこえて活発に移動をくり
かえしてきており、むしろそうした広範な移
動・交流によって今日の多様な作物・品種の
基礎が築かれていたことが示唆された。 

 また自給自足的だった経済は国家編入を
契機に変化し、二十世紀に外部供出用の余剰
生産を企図した穀物栽培が拡大するなかで
その品種への関心は低下し、一部の穀物品種
はすでに失われ、あるいは現在消失の危機に
直面している。 

 その一方、果樹や香辛料、野菜などの副次
的な作物が外部から次々ともたらされ、庭畑
に積極的に植えられることで全体の作物の
種類は増えてきている。 

 つまり、近年の作物の多様性の動態は一様
ではない。ただ、いずれも社会のあり方と密
接にかかわって変化するものであることを
示している。今後作物資源の保護を模索する
際は、民族集団などの単位で閉じた静態的な
モデルにもとづいて構想するのでなく、より
広い範囲を対象に人びとどうしのつながり
や交流を促していく開かれた動態的なモデ



 

 

ルにしたがって構想していくことが望まれ
る。 
（下記〔雑誌論文〕④、⑤、〔学会発表〕⑤、
⑥、〔図書〕④） 
 
(2) タロイモの栽培技術と多様な品種の維
持 
 アジア・太平洋地域で栽培化されたタロイ
モ[Colocasia esculenta (L.) Schott]は古
くにアフリカに伝わり栽培されてきたが、こ
れまで断片的にしか報告されてきていない。
新大陸原産の作物、なかでもアメリカサトイ
モ（ヤウティア）[Xanthososma sagittifolium 
(L.) Schottおよび X. violaceum Schott]に
おされてもはや重要性を失いつつあること
が関係していると思われる。しかし数少ない
先行研究でも、その地のタロイモはアジア・
太平洋地域のものとは異なる特性があるこ
とが指摘されている。 
 タロイモは、子イモをほとんど付けず主に
親イモを食用と植え付けに用いる dasheen (C. 
e. var. esculenta)と、多数できる子イモを
利用する eddoe (C. e. var. antiquorum)の
二タイプに分かれる(Purseglove 1975)。ア
ジア・太平洋地域では、前者が大半で、後者
は高地や温帯域で多少みられる程度である
（前者は通常二倍体(2n=28)、後者は三倍体
(2n=42)である）。それに対して、アフリカで
は eddoeが優占する(Burkill 1985)。 
 本研究ではエチオピア西南部の山地に居
住する農耕民マロのタロイモ栽培の事例を
扱う。マロは高度約 1000〜3000mの広い高度
域に暮らし、そのなかでタロイモは 1000〜
2600mの高度域で栽培している。高度約 1600m
を境に、それより高地と低地では、品種、植
え付け部位、栽培期間、貯蔵法、調理法など
さまざまな点で異なっている。 
 その品種は全部で36知られ、高地には24、
低地には 18 分布する（重複分布 6）。高地は
親イモタイプ（つまり dasheen）7 品種をふ
くみ、それらは概して重要性が高い。他方、
低地ではすべて子イモタイプ（つまり eddoe）
である。品種数からみた場合、マロでも eddoe
が大半を占めている。ただその多くはマイナ
ーで、今日消滅しつつあるものもみられる。
そしてその低地の環境がアフリカではより
一般的である。 
 またアジア・太平洋地域では低地で
dasheen、高地で eddoe という分布なのに対
し、マロでは高地に dasheenが分布する一方、
低地はすべて eddoeとなっており、高度との
対応関係でほとんど反対になっている。これ
も一見したところ不思議である。 
 マロの高地と低地では温度が異なるだけ
でなく乾湿条件も異なっている。すなわち低
地ほど乾燥し、タロイモを栽培するのに困難
な環境となる。dasheen より eddoe の方が乾

燥に強い性質があるため、マロの低地ではも
っぱら eddoeが栽培されている。同様にアジ
ア・太平洋地域に比べてアフリカは乾燥地域
が卓越するため、eddoe が優占していると考
えられる。しかし今日のアフリカでは、より
乾燥し痩せた土壌でも栽培可能なアメリカ
サトイモが増大しており、昔からのタロイモ
は忘れられつつある。 
（下記〔雑誌論文〕①） 

 
(3) テンナンショウ類の加工利用と資源管
理 
 エチオピアというと最初に「飢餓」が連想
されがちだが、研究代表者がフィールドワー
クを行っている西南部の山地農耕民マロで
は飢餓についてきいたことがない。現地では
身体的な「空腹」を指すのと同じ語(naye)で
社会的な「飢餓」を表現するが、大昔に先祖
が飢餓に遭い移住してきたといった話は口
頭伝承で語られるが、自ら経験したという人
に会ったことがない。 
 マロは高度幅 2000 メートルほどの範囲に
わたって広く居住し、農耕を中心とした生活
を営んでいる。作物の種類は 100種類を上回
り、また主要な作物には多数の品種が区別さ
れている。つまり多様な環境の中で多様な作
物を栽培することで破綻に至らない工夫が
なされている。なかでも西南部地域で重要な
エンセーテというバショウ科の多年生作物
の存在が大きい。根茎などを食用にするが年
間を通じて収穫が可能でほぼ毎日食卓に上
る。栽培地域の人口密度が高いのはこの作物
の人口支持力が大きいことの証左であろう。
ほかにタロイモなどのイモ類もよく食べら
れており、その貢献も見逃せない。 
 穀物は明確に栽培時期に季節性があり、年
ごとの収量の変動も大きい。しかし穀物栽培
では雨季に集中する農作業の労働負担や土
地の過不足を社会内で調整する仕組みが存
在する。また播種用の種子を失っても栽培で
きる。その主な栽培期と別に食料が不足しが
ちになる季節の食料事情を改善する副栽培
期の作付もみられる。山野から採集した野生
植物で補足する技術もある。 

 また注目すべきはサトイモ科のテンナン
ショウ属植物(Arisaema spp.)の利用である。
テンナンショウ属植物は世界に広い分布を
もつが、根茎にシュウ酸カルシウムなどの有
毒成分を含み、その利用は各地でかぎられて
いる。しかしこうした有毒な植物資源の食用
利用はエチオピア南部ではマロ以外にも 10

あまりの民族に知られており、資源管理の仕
方にも幅がみられる。今後それらの差異に注
目しながら分析をさらに進めていく予定で
ある。 

（下記〔学会発表〕①、③） 

 



 

 

(4) 野生植物の間接的利用 
 研究代表者はエチオピア西南部の山岳地
帯に暮らす農耕民マロの人びとを対象に彼
らの植物利用に関する調査をこれまでおこ
なってきた。現在までに 600 種以上の植物が
同定され、うち食用や薬用などの利用法の認
められるものが約半数である。 

 それとは別に、マロの人びとは耕地や休耕
地などに生えている野生植物の一部を、その
土地の状態や季節の推移を示す指標として、
農耕活動を営むなかで状況判断をおこなう
際に手がかりとして利用している。このよう
な一種の指標として環境認知的に利用する
ことは、環境の異なる高地と低地の村落にお
いて別個の植物に対して見いだされた。せま
い地域内においても環境が微妙に異なり、土
地利用の仕方も個々の土地ごとに変わって
くる生態条件、および年によって雨季の時期
や降水量の変動幅が大きく農耕活動にも重
大な影響をおよぼす気候条件のもとにある
この地では、土地の状態や季節の推移などの
環境条件を正確に把握することは農耕を安
定的に維持していくうえで不可欠である。そ
うした環境条件を忠実に映し出すものとし
て野生植物に注目し、大きな信頼をおいてい
るのだと考えられる。彼らはいわゆる「雑草」
を畑から排除するが、そのおのおのの植物に
ついては自らの生業と関連づけてつぶさに
把握している。そしてこうした知識は彼らの
営む在来的な農耕を安定的に維持していく
うえで必須の役割を担っているものと思わ
れる。 

 こうした利用法はマロに固有というわけ
ではなく、世界の他地域においても焼畑農耕
を営む社会を中心に広く見いだされるもの
であることを文献資料よりあきらかとした。 

 こうしたいわば間接的な利用法は従来の
民族植物学の研究においてはごく断片的に
言及されるだけであり、看過されがちであっ
たが、今後の研究においてはより注目すべき
と思われる。 
（下記〔図書〕①） 

 
（5）農耕民と牧畜民の民族紛争 
 本研究課題と直結するわけではないが、
同時期に並行して行った研究として簡潔
に紹介しておく。 
 アフリカの民族紛争は未だ解決の糸口
が見いだせない困難な課題である。本論
は、筆者が十年来調査を実施しているエ
チオピア西南部の農耕民マロにおいて
1970 年代より近隣の牧畜民らによって
引き起こされてきた襲撃事件を分析した。
ウシの略奪を狙ったものだが、1976 年の
際は千名以上のマロの人が虐殺された。
その後十年あまり途絶えていたが、1980
年代後半から再燃し、1990 年代初めには

何度もの激しい襲撃が続き、1999 年には
筆者も襲撃の前後に立ち会うこととなっ
た。これら一連の襲撃は、武装した牧畜
民が銃を持たない農耕民を襲う構図が存
在する。また一見したところ両集団間の
紛争とみえるが、実際は牧畜民に銃を横
流しする元軍人などの介在や農耕民と牧
畜民に対する国家の異なる統治政策など
が関係する。これら一連の紛争によって
襲撃された一部地域は廃村化し、集落分
布や景観が変わるなど、地域に様々な影
響を及ぼしているのであった。 
（下記〔雑誌論文〕②、〔学会発表〕②、④
〔図書〕③、⑤） 
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